
 

第１６－６８号                        ２０１６年１２月１９日 

２０１７年２月までに駅・駐輪場に９箇所 

「オープン型宅配便ロッカー」を設置 
駅等の利便性に加え社会的な問題である宅配の再配達による社会的損失軽減への対応 
 

小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：山木 利満）は、宅配便の荷物を受け取る

ことができる「オープン型宅配便ロッカー（ＰＵＤＯステーション）」を、２０１７年２月までに、

駅や駐輪場など、９箇所に順次設置します。このロッカーは、開始当初はヤマト運輸の個人会員

（クロネコメンバーズ）を対象としており、ご自宅で荷物を受け取ることができなかった際の再配

達先としてご利用いただけます。第１号として成城学園前駅構内に設置し、２０１６年１２月

２１日（水）より、サービスを開始します。 

今回の取り組みは、「鉄道駅等での受取インフラの整備の促進」（出典：国土交通省「宅配の再

配達の削除に向けた受取方法等の多様化の促進等に関する検討会」報告書〔平成２７年１０月

１４日〕）に基づき、導入を進めるものです。国土交通省によると、宅配再配達は「営業用

トラックの年間排出量の１％に相当する年約４２万トンのＣＯ２が発生」し、「年間約１．８億

時間・年約９万人の労働力」に相当する社会的損失が生じていると試算されております。 

こうした状況を踏まえ、環境への配慮等を視野に社会的な損失を削減するため、同ロッカーを

設置することとしました。将来的には、他の宅配事業者の荷物や通販サイトの初回配達時の荷物

のお受け取りも可能にする予定です。引き続き、駅等の利便性に加え社会的な問題である宅配の

再配達発生による社会的損失への対応に努めてまいります。 

 

【オープン型宅配便ロッカー】 

ネオポストシッピング社とヤマト運輸株式会社の共同出資により設立された Packcity Japan

株式会社（本社：東京都千代田区 社長：リュケ・ジャン・ロラン）が提供するもので、提携

する宅配事業者が共同で利用可能な宅配便ロッカーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープン型宅配便ロッカー（屋内型・イメージ）   荷物受け取りの様子（イメージ） 



「オープン型宅配便ロッカー」設置の概要は、以下のとおりです。 

 

記 
 

１.ロッカー名称  オープン型宅配便ロッカー ＰＵＤＯ（プドー）ステーション 
 

２.サービス開始日  ２０１６年１２月２１日（水）【成城学園前駅】 

         ※ １２月２１日（水）から再配達の駅受け取り依頼を受付、再配達の荷物は、原則１２月２２日

（木）より受け取りが可能 

         ※ 他の８箇所は、順次使用開始予定（下記参照） 

 

３.ロッカーの仕様 

仕 様 サイズ※ ロッカー数 合計数 

屋内型３列 

Ｓ ８口 

２４口 Ｍ １２口 

Ｌ ４口 

屋外型３列 

Ｓ ８口 

１８口 Ｍ ８口 

Ｌ ２口 

屋外型４列 

Ｓ １２口 

２７口 Ｍ １２口 

Ｌ ３口 

※ サイズ Ｓ・・・高さ  ８５mm、横幅 ４４０mm、奥行 ６１０mm 

Ｍ・・・高さ １８０mm、横幅 ４４０mm、奥行 ６１０mm 

           Ｌ・・・高さ ３７０mm、横幅 ４４０mm、奥行 ６１０mm 

 

４.設置施設・設置場所、仕様・台数、利用可能時間、サービス開始日 

設置施設（駅、駐輪場） 仕様・台数 利用可能時間 サービス開始日（予定） 

代々木上原駅改札口外  屋内型３列・１台 始発～終電 ２０１６年１２月２３日（金・祝） 

経堂駅改札口外 屋外型４列・１台 始発～終電 ２０１６年１２月２２日（木） 

祖師ヶ谷大蔵駅改札口外  屋内型３列・１台 始発～終電 ２０１６年１２月２７日（火） 

成城学園前駅西口改札口外 屋内型３列・１台 始発～終電 ２０１６年１２月２１日（水） 

向ヶ丘遊園駅北口改札口外 屋外型４列・１台 始発～終電 ２０１７年１月 

生田駅北口改札口外  屋外型４列・１台 始発～終電 ２０１６年１２月２３日（金・祝） 

読売ランド前駅南口改札口外  屋外型３列・１台 始発～終電 ２０１７年２月 

百合ヶ丘駅構内改札口外  屋外型４列・１台 始発～終電 ２０１７年１月 

オダクル祖師ヶ谷大蔵第２（駐輪場） 屋外型４列・１台 ２４時間 ２０１６年１２月２７日（火） 
 

５.サービス対象（２０１６年１２月現在） 

  ヤマト運輸の個人会員（クロネコメンバーズ） 

 ※ 今後、他の宅配事業者のお荷物受け取りも可能になる予定 

以 上 
 
 


